
 

 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

 

１ 会 議 名  岐阜県立恵那南高等学校学校運営協議会（第２回） 

 

２ 開催日時  令和３年１０月２０日（水） 

 

３ 開催場所  恵那南高等学校 会議室 

 

４ 参 加 者   委 員 長 桜井 正之    学識経験者 

         副委員長 鈴木 隆一  ＮＰＯ法人「いわむら一斎塾」理事長 

委  員 沼田 武利  明智振興事務所長 

              根﨑 育郎    恵那南高等学校同窓会長 

              安藤 一博    恵那市立明智中学校長 

              熊倉あけみ    恵那市恵南商工会女性部部長 

              足立伊公子    一般社団法人えな健幸生活支援隊事務局長 

              堀  陽子    農事組合法人おんさい工房 

              石田 宏樹  株式会社ＲＯＢＯＺ代表取締役 

              安藤美千代    恵那南高等学校ＰＴＡ代表 

  オブザーバー 

        水野 正敏  岐阜県議会議員 

              大畑 雅幸   恵那市教育委員会 教育長 

              渡辺 康正    明知鉄道（株）代表取締役 

              林  尚志  県立高校地域連携コーディネーター 

                                     （敬称略） 

                                                                   

            学 校 側  高橋 俊和    校長      深萱しのぶ  生徒指導主事 

                     坂本 康晴    教頭      小島 光示  総合学科主任 

              柴  成吉  教務主任    上川 智草  記録係 

                        安藤 琢也  進路指導主事                                                            

 

 

 

 



５ 会議の概要 

 

 （１）本校の現状と取組について 

   意見１：少子化が進んでいるため、各高校が生徒募集で競い合う状況になっている。恵那市とも連

携して本校の魅力を地域にアピールすることが大切である。 

   意見２：学びのフィールドを地域に置き、地域の事業者と連携し、子育て世代の方々にこそ地元の

魅力・地元の学校の良さを伝えていくとよい。 

   意見３：５年、１０年先の生徒の育て方を考える必要がある。保護者も巻き込んでの活動が必要で

ある。 

   意見４：地域の活性化という視点から考えると、大人たちが地域の活動を楽しんでいる姿を子ども

たちに見せて体験させるとよい。それが、仲間を増やしていくことにつながる。 

   意見５：卒業後に地元を離れる人も、将来地元に戻ってきて盛り上げてくれるような思いを持って

ほしい。 

   意見６：学校評価アンケートで肯定的な評価が増加しているだけでなく、Ｅ（わからないという回

答）の割合が減少している。これは職員の努力が生徒たちに響いている結果と言える。地

元から出ていかなくても近場に良い高校があるということをアピールしていくとよい。 

   意見７：若者が地元を離れてしまうのは地域全体の問題でもある。恵那市には明知鉄道の通学補助

をぜひ継続してほしい。地元で勉強ができ、生活ができる、そういう地域を目指す必要が

ある。 

   意見８：学校評価アンケートでは、職員の取組に対する評価が非常に高い。今後さらに、体験や気

づきという視点を大切にして教育活動を進めるとよい。 

   意見９：昨年度から授業を通じて生徒たちと関わっているが、礼儀正しく熱心な生徒が多い。       

職員と生徒とのコミュニケーションがしっかり取れていると感じている。 

   意見１０：本校に対する地域の保護者からのイメージはまだまだ低く、地元から出て他の高校へ進

学する生徒も多い。地元企業と密接に関われることについて、生徒自身が「良い経験」

だと思えるようになるとよい。 

   意見１１：感染症対策やオンライン授業においてとても丁寧な対応をしているが、職員の負担はど

うか。 

      ⇒  新型コロナへの対応については１週間先のことさえ分からずに大変な時期もあった。 

ＩＣＴの活用やオンライン授業が浸透してきたことにより職員の負担は軽減されてきた。 

意見１２：成人年齢が１８歳になることについて学校での取組はあるか。 

      ⇒ ３年次生を対象に主権者教育として実施している。 

 

 （２）スクール・ポリシーの策定について 

     

意見１：カリキュラム・ポリシー（生徒をどう育てるか）について 

生徒のコミュニケーション能力を伸ばすためには対面による教育活動を大切にしたい。

ＩＣＴの活用は生徒一人一人の能力を開花させる視点でカリキュラムに生かすとよい。 

 

意見２： カリキュラム・ポリシー（生徒をどう育てるか）について 

ＩＣＴの活用については、情報をどのように応用するかという視点を大切にして情報処



理能力を育てるとよい。 

意見３：スクール・ポリシーを活用するために、より分かりやすい表現にするなどして、生徒、

保護者、地域の方々に伝わるようにしたい。 

  

 （３）県立学校体育施設開放について 

      本校の施設開放（グラウンド：ソフトテニス）を継続することを確認。 

 

 （４）デュアルシステムについて 

    意見１：年間を通じて週に１日の実習を行うとのことだが授業の単位はどう扱うのか。 

      ⇒ 学校設定科目「企業実習」６単位として扱う。この科目を履修する生徒は、あわせて 

「企業実習基礎」１単位を履修する。 

 

６ 会議のまとめ 

・事前に委員およびオブザーバーの方々に、スクール・ポリシー（案）、学校評価アンケートの結

果と考察を送付し、その内容を理解していただいた上で協議を行うことができた。アンケートで

は保護者および生徒から概ね高い評価を得ている。課題となった点については、あらためて職員

で共有し、今後の学校運営に生かしていきたい。 

・現在の教育実践や今年度以降の展望について、有益な提案をいただくことができた。今後も、恵

那市南部に高等学校が存続していくために、将来を見据えた教育活動を推進していきたい。 

・学校経営計画の中にもある「地域との連携」については、新型コロナウイルス感染症の拡大防止

の観点から思うように活動ができていない。しかし、地元企業での実習や見学、明智町散策や岩

村学習など、対策を徹底しながら動き出している。生徒の安全と安心を最優先にした上で、地域

と連携して魅力ある学校づくりを推進していきたい。 

・本校の教育活動を一貫した体系的なものに再構成するために、今後も学校運営協議会での意見を

ふまえて「スクール・ポリシー」を策定していく。 

 


